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１．グループのメンバーとメー
ルの交換をしたことは活動を行
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２．スカイプセッションを行っ
たことは活動を進める上でよか
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３．スカイプセッションのため
の資料作成は、グループのメン
バーと話し合って一生懸命取り
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４．スカイプセッションをして
資料が学習者の役に立っている
と思った
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５．パンフレット原稿の添削活
動は、グループのメンバーと話
し合って一生懸命取り組んだ
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６．パンフレットの完成版を見
て、自分たちが行ったフィード
バックが役に立っていると思っ
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７．ソウルツアーのパンフレッ
トは、自分が実際に旅行すると
きに役に立つと思う
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８．交流学習を通して、日本語
学習者について新しい発見や学
びがあった
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１０．交流学習を通して、日本
語の授業方法について新しい発
見や学びがあった
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　プロジェクト後のアンケート結果から、Ｊクラスの多くの学生たちにとっ
てＫクラスの学生と行ったメール交換、スカイプセッションがその後の交流
学習を行う上で良い活動になっていたこと、成果物であるパンフレットが実
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際にとても役に立つものになったと考えていたことがわかる。また、グルー
プのメンバーと協力して一生懸命取り組んだと自己評価している学生が多く
存在している。学習者にとって有用なフィードバックになったかどうかの振
り返りについては、全ての学生が「そう思う」と回答しており、パンフレッ
トの完成版を見て、自分たちが果たした役割について肯定的に捉えることが
できているようであった。
５．２　自由記述欄のコメント及びインタビュー結果から
　振り返りのアンケートの自由記述欄の記載内容及び、インタビューの文字
化資料をもとに、内容分析を行った。その結果をカテゴリー化して示すこと
としたい。
（1）不安から安心へ
　交流学習を始める前、わくわくとした期待感を持っていたと語る学生もい
るが、多くの学生は期待よりも不安のほうが大きかったと語っている。「正
直に言うと、不安しかなかった」と語る学生は、一年前に学んだ日本語教育
の基礎的な内容を忘れつつある中で、きちんと役に立つことができるか、不
安しかなかったという。しかし、交流学習を始める中でその不安がだんだん
小さくなり、「もしかして役に立ってるかもなっていう気持ちもちょっとず
つ大きくなって、最後作ってもらったの（パンフレット）を見て、すごくよ
かったな、うれしかったっていう気持ちが不安より大きくなって、達成感が
あった」と振り返る。日本語教員養成課程で学ぶＪクラスの学生が日本語を
学ぶＫクラスの学生に対し日本語のサポートをしていくという形の交流学習
であったことから、日本語のフィードバックをすることの責任を感じ、自分
自身の力量と照らし合わせながら不安を感じていた学生が少なからずいたよ
うである。自分がＫクラスの学生に対して書いたフィードバックのコメント
がきちんと役立つものになっているか、については交流学習を進める中で消
えることはなかったであろうが、不安が徐々に小さくなっていったというの
は自分のフィードバックがＫクラスの学生が書いた次の原稿などにきちんと
生かされていたからであろう。
　また、「初めてメールが来た時に、思った以上に日本語が上手で驚いた」
のように、Ｋクラスの学生の日本語能力の高さについてコメントする学生も
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複数見られた。交流の中で日本語での意思疎通が円滑にできそうだと考えた
ことも不安解消に繋がっていったのかもしれない。
　さらに、日韓関係の複雑さから交流学習が最初は不安だったと述べるコメ
ントもあった。例えば「日韓関係などを考えると日本のことを学んでくれて
いるとはいえ、日本をどう思っているか」不安だったと述べる学生もいた。
しかし「実際に連絡を取り合ったり、スカイプをしたりしてみて、韓国の学
生さんも日本の学生と変わりないなと感じた」という。スカイプで休日の過
ごし方について尋ねたときに、自分たちと同じように買い物をしたり友達に
会ったりしているという答えをもらい、自分たちとの共通点を感じたと話す。
共通点に気づくことは学生間の心理的距離感を縮め、交流学習を円滑に進め
る上で大切な点だったのではないかと思われる。
（2）交流の楽しさ
　最も多かったのが、交流の楽しさに関するコメントであった。「外国人の
方々と交流を持てたことが何より嬉しかった。メールやスカイプで会話をし
たことでより近い友達になれたようで楽しかった」、「韓国の学生さんという、
同世代の方と交流できる機会を持つことができてよかった。先生を介した交
流だけでなく、メール、LINE、スカイプなどのツールを駆使した交流は実に
画期的であると感じた」、「こんなに外国人の人と親密にかかわったのは初め
てだったので、いい経験になった」等のコメントがその例である。普段外国
人や日本語学習者との接点が少ない、あるいはまったくないＪクラスの学生
にとって、本交流学習は外国人日本語学習者との関係性を深める貴重な機会
になったようだ。
　交流の楽しさを支えたのは、言うまでもなくＫクラスの学生の存在である。
まず、多くの学生が韓国で日本語を学んでくれているということについて、
好感を持ったと話している。「日本語だけでなく、日本の時事や昔の文学な
ど様々なことを学んでいて、大変だが楽しいという話を聞き、本当に日本の
ことを知りたいと思ってくれているのだと感じ、とてもうれしい気持ちに
なった」、「日本語を意欲的に学習する姿が見られて、韓国という国自体にも
好感が持てた」、「約2か月間、私たちのために時間を割いてくれたことがす
ごくうれしく感じた」等のコメントがその例として挙げられる。韓国の学生
たちの学習に対する意欲的な姿勢はＪクラスの学生たちの取り組みにも影響
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を与え、「韓国の学生が一生懸命取り組んでいたので、私も感化されて、精
一杯取り組むことができた」等、さらに積極的に交流学習に取むようになっ
たというコメントが複数見られた。そうした学生たちは日本語のフィード
バックを行う際に、韓国語についても図書館で調べ、より良いフィードバッ
クができるように努力したという。そのような自分自身の取り組み方につい
て、この活動は「相手だけでなく、自分のためになる活動」だと振り返って
いる。
（3）協働での作業を通した学び
　本交流学習はＪクラスの学生二人がペアになり、Ｋクラスの学生4人とグ
ループになってパンフレット完成まで協働しながらの作業であった。Ｊクラ
スの学生の作業は主に、スカイプセッションのための資料作成、Ｋクラスの
学生から送られてきたパンフレットの草稿についてフィードバックを書く、
というものだったが、これらの作業を二人でだからこそ効果的に行うこと
ができたというコメントもあった。「ペアの人と協力してできたので、ペア
ワークの良さを感じた」、「一人の知識だと足りない部分があって、ペアワー
クしたからこそ、補えた。二人でいろいろ頭を悩ませながら、でも最大限の
フィードバックができた」等のコメントにそのような状況が見てとれる。ペ
アでの協働作業に関しては自分の得意分野を生かし、足りない部分をもう一
人に補ってもらえる強みがあると思われるが、その利点について学生が実感
を持ってとらえることができたことは、日本語教育の現場における協働学習
デザインをする際にも生かされると思われる。
（4）日本語・外国語学習についての学び
　日本語教育について学んでいるＪクラスの学生たちにとって、本交流学習
は日本語学習者が使用する日本語に直に触れ、客観的に日本語について気づ
きを得たり、外国語について学んだりする機会にもなったようだ。「教科書
の会話のような会話ではなく、スカイプで間の取り方やイントネーションを
感じることができたこともよかった」、「‘日本語を教える’とは言えないま
でも、‘アドバイスする’という体験ができてよかった。日本語や言語につ
いて再考する良い機会となった」、「日本語学習者の言葉の誤りを実際のやり
とりで感じることができた。韓国独特の言葉や聞きなれないが韓国語と同じ
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言葉などを知ることができた」、「自分の外国語学習をまた違った視点からと
らえられた気がした」、「（学習者が）日本語を間違うことを怖がっていない
という印象を受けた」等のコメントからそのような学びがうかがえる。交流
学習は教室での教壇実習とは全く異なる形態の、日本語学習サポート活動で
あったが、Ｊクラスの学生たちにとっては大きな「実践」の場になっていた
ことがうかがえる。それは、日本語／外国語学習とはどのようなものか、学
習のためにどんなことが必要なのか、について考える機会を与えてくれたよ
うである。
（5）日本語を教えるために必要なこと
　多くの学生が「日本語を日本語で教えることの難しさを実感した」と振
り返っている。特に、自分自身の課題として挙げられたのは説明する能力
を身に付けることである。「添削箇所で間違いではないが不自然で何かが違
う、というところがいくつかあり、そこをどのように説明して直したらよい
のかをうまく説明できなかった」のように、Ｋクラスの学生に対してどのよ
うな文で説明をしていったらよく伝わるか悩んだという学生の声が多かっ
た。「もらったパンフレットで直ってなかった部分が何箇所かあって、もし
かしたらわかりづらくてそのままにしていたんじゃないかっていう点もあっ
たので、教え方とか伝える力がもっと頑張らなきゃいけないと思った」とい
うコメントにもあるように、パンフレットが完成し、それが手に届いて読ん
でみると自分たちが送ったフィードバックが反映されていないというケース
もあったようだ。そのため難しい言葉の使い方をわかりやすく伝える方法や、
学習者の誤用の原因がわかり、簡単な日本語で説明する力を身につけたいと
いう声が目立った。目の前に学習者がいれば、書き手の意図するところを確
認し、話し合いながら書きたい文章に近づけていくことができる。しかし、
今回のような交流学習では物理的にそれができないために、フィードバック
を文章で届けることしかできなかった。そのためＪクラス、Ｋクラス双方の
学生たちにとって、フィードバックを書くことやそれを受け取り理解するこ
とに困難が生じたのではないかと推察する。日本語についての知識を深め、
また、それをわかりやすく伝える力は日本語教師にとって不可欠な能力であ
るが、フィードバックの与え方については交流学習のデザイン次第でもっと
相手に伝わりやすくなる可能性もある。これは今後の課題としたい。
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　また、学習者の文化について知ることの大切さについて触れるコメントも
見られた。「韓国の学生さんが日本について学んでいるのに自分は韓国のこ
とをあまり知らないと感じたので、これから自分の国だけでなく、韓国や他
の国のことも学んでいこうと思った」、「韓国の文化についてもちょっと学ば
ないと、自分たちのツアープランなのに想像できない部分とかあったらアド
バイスもできないと思ったので、文化もちゃんと理解しないといけないと
思った」のようなコメントがその例である。学習者の文化や言語に関心を持
ち、学ぶことを通して学習者理解は深まり、それは直接的間接的に授業に影
響を与えるものと考えられる。
（6）交流学習を行うためのスケジュールの問題
　交流学習を行う上で最も大変だった点として多く挙げられたのはスケ
ジュールに関するものだった。「ペアでということもあったかもしれないが、
なかなか時間もとれず、内容的に十分なものができなかった」、「添削などは
グループでレベルが全然違うので、提出期限にもうちょっと余裕があればう
れしかった」、「締め切りに余裕がほしい。グループで話し合う課題のために
時間が合わなかった」などのコメントが寄せられた。スケジュールが厳しく
なってしまった背景には、韓国と日本の大学で学期が始まる時期が1か月ず
れているということがある。韓国は三月に新学期が始まり、六月には授業が
終わる。日本の大学の開始は四月であるため、四月～六月という時期で行わ
れたが、韓国の中間試験や期末試験の時期、日本の五月の連休の時期を考慮
するとすべての期間使えるわけではなかった。このため、原稿を書いたり
フィードバックを書いたりする時間は最低限のものとなり、時間をかけて
じっくり作業に取り掛かることが難しかったと考えられる。時期に関しては
物理的な問題としてなかなか解決は難しいが、作業のスケジュールにもう少
し余裕が与えられるよう配慮することも、交流学習のデザインにあたっては
必要なことである。
６．交流学習の意義とまとめ
　本交流学習は日本語教員養成課程で学ぶ日本人学生にとって次のような意
義を持っていたと考えられる。
１）日本語学習者とのリアルな出会い
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今回、交流学習に参加した学生たちは普段ほとんど外国人と接する機会が
なく、日本語学習者との交流が初めてだという学生が多かった。このため、
SNSやスカイプ、メールを通して海外の日本語学習者と知り合いになれ、一
定期間交流活動ができたことは日本語学習者のリアルを知るという面で大き
な意味があったと思われる。事後の質問紙調査の結果からも、日本語学習者
について新たな学びがあったという回答が多く見られている。また、交流活
動は楽しいものであったと大部分の学生たちが振り返っているが、日本語学
習者と通じ合うコミュニケーションのあり方、フィードバックの仕方につい
ては答えがない中、多くの学生たちがその内容と方法について模索している
姿もうかがえた。それは異文化コミュニケーションの持つ楽しさ、難しさの
両面をこの遠隔的な交流学習を通しても学生たちが実感し、体験できたこと
を表すものであろう。
２）自己の発見、日本語の発見
　日本語教員養成課程で学ぶ学生たちにとって、今回の交流学習は日本語を
外国語（今回は韓国語）と対照させながら客観的に捉えることのできる体験
になったものと思われる。日本語学習者が日本語を使っていく上でどのよう
な点が難しいのか、誤りやすいのか、どのような説明を求めているのかを具
体的に知り、日本語を改めて見つめ直す機会を得、それはさらに自分の知識
や説明能力の限界点を知ることにも繋がった。日本語母語話者としての自分
の現在の限界を見つめ、これからの課題を自ら見出していくことができたこ
とは、本交流学習がもたらした意義の一つだと言えるだろう。
３）協働で活動する力の育成
　今回の交流学習では日本語学習者がパンフレットを作成するという活動の
過程に携わり、日本人学生同士もグループでフィードバックをともに考え、
Ｋクラスの学生たちにそれらを伝え、意見交換しながら一つの作品を作り上
げていった。短時間で行われたこともあり、グループのメンバーが集まって
アイデアを出したり、実際に何かを作る作業をしたりすることは容易ではな
かったと思われる。しかし、そうした限られた時間内でも最善を尽くし、よ
り良い成果物の完成のために努力した様子が見られた。そうして努力した結
果は、Ｋクラスの学生たちにも伝わり、より魅力的なパンフレットの完成に
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結びついていったのではないかと思われる。Ｋクラスの作品であり、Ｊクラ
スの学生へのプレゼントでもあるソウルツアーのパンフレットの完成版はＪ
クラスの学生たちが送ったフィードバックが十分に生かされたものとなって
いた。協働で物事を成し遂げることは時間の使い方も含め、さまざまな工夫
を必要とするが、タスクを成し遂げた際にはグループダイナミクスを実感し、
協働で活動する力の必要性や重要性を理解できるようになっていくのではな
いだろうか。今回の交流学習ではその可能性を見出すことができたのではな
いかと考える。
　これらの意義を「学習のめやす」の持つキーワード「わかる」「できる」
「つながる」という観点から考えてみたい。まず、Ｊクラスの学生たちの学
びはＫクラスの学生たちと「つながる」ということから出発している。実際
に交流を行うという経験がなければ学習者について、日本語について、自身
の課題について「わかる」ことも「できる」こともなかったのである。まず
この両者がつながって、様々なタスクを遂行しながら日本語について、学習
者について知識を得、さらにそれらの知識を活用しながらフィードバックを
考え、それを伝えることが「できる」ようになっていった。さらに、知識や
技量がまだ足りないために「まだ十分にできていない」という点、つまり自
分の限界点や今後の課題についても「わかる」という循環になっていたので
はないかと考える。「まだ十分にできていない」ことが「わかる」というこ
とも、重要な学びの一つであると考えるが、日本語学習者と直接「つなが
る」という交流学習だからこそ、そうした学びが実現したのではないかと思
われる。
　以上、日本語教員養成課程の履修生と海外の日本語学習者間における交流
学習の一つの事例を紹介し、特に本稿では日本語教員養成課程の学生の学び
を中心に報告した。日本語学習者側の学びの内容に関しては別稿にて報告す
ることとする。今後、海外の日本語学習者との交流学習の実践の他、国内の
留学生との交流学習の実践も行い、「学習のめやす」が日本語学習者と日本
語教員養成課程の履修生との間で行われる交流学習のデザインにどのように
活用できるか、また、交流学習のデザインによって学びの内容が変わってく
るかどうか、評価の在り方についても詳しく検討をしていきたいと考える。
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注
1 http://www.tjf.or.jp/meyasu/support/charange/mycharange/japanese/
post-7.html
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